
 

 

 

       

《
県
親
の
会 
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
》 

今
年
度
も
県
内
八
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
や
学
習

会
、
交
流
会
、
親
子
レ
ク
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
の
特
徴
を
生
か
し
て
支
部
の
活

性
化
や
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
の
様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

盛
岡
Ａ
（
盛
岡
・
滝
沢
・
雫
石
・
矢
巾
・
紫
波
） 

      

盛
岡
Ｂ
（
岩
手
・
葛
巻
・
八
幡
平
） 

    

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ
（
花
巻
・
北
上
・
西
和
賀
） 

     

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
（
奥
州
・
金
ケ
崎
・
一
関
） 

        

沿
岸
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ
（
宮
古
・
山
田
・
田
野
畑
・
岩
泉
） 

     

 
  

親
の
会 

 
 

だ
よ
り 
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活
動
日
：
十
月
五
日(

土)

／
場
所
：
雫
石
町
公
民
館 

内
容
：
講
演
、
支
部
交
流 

参
加
人
数
：
親
十
六
人
、
先
生
九
人 

 

○
講
演
で
は
、「
子
ど
も
の
育
ち
と
親
の
会
」
の
演
題
で
、
教
室
や
支
部
親
の
会
の
歴
史
を

知
り
、
親
の
会
の
原
点
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
教
育
や
保
育
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
支
部
交
流
で
は
、
各
支
部
の
広
報
作
成
、
賛
助
会
員
の
会
費
、
親
の
会
の
役
員

決
め
に
つ
い
て
話
題
に
な
っ
た
。 

活
動
日
：
十
一
月
九
日(

土)

／
場
所
：
岩
手
町
プ
ラ
ザ
あ
い 

内
容
：
支
部
交
流 

参
加
人
数
：
親
九
人 

先
生
七
人 

○
中
学
校
に
こ
と
ば
の
教
室
が
ほ
し
い
と
い
う
意
見
や
、
親
に
と
っ
て
悩
み
を
話
せ
る
人

が
必
要
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
悩
み
や
様
子
を
言
い
合
え
る
自
由
な
サ
イ
ト
が
あ
っ
た

ら
い
い
な
ど
の
話
題
も
あ
っ
た
。 

活
動
日
：
十
一
月
十
日(

日)

／
場
所
：
北
上
市
立
和
賀
東
小
学
校 

内
容
：
親
子
運
動 

親(

交
流
会) 

子
（
工
作
） 

参
加
人
数
：
親
三
十
人 

先
生
十
九
人 

子
三
十
三
人 

○
交
流
会
で
は
、
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
先
生
に
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
会
員

の
日
々
の
悩
み
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
語
り
合
っ
た
。
多
く
の
教
室
（
十
三
教
室
）

か
ら
の
参
加
者
が
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。 

活
動
日
：
九
月
二
十
八
日(

土)

／
場
所
：
平
泉
町
立
長
島
小
学
校 

内
容
：
親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
新
聞
紙
を
使
っ
た
楽
し
い 

親
子
遊
び
」 

親
（
講
演
）
子
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
） 

参
加
人
数
：
親
二
十
六
人 

先
生
二
十
人 

子
三
十
人 

○
紫
波
矢
巾
大
会
で
聞
い
た
講
演
が
よ
か
っ
た
の
で
、
そ
の
講
師

を
招
い
て
、
親
子
の
活
動
と
講
演
を
行
っ
た
。「
子
育
て
・
孫
育

て
・
自
分
育
ち
～
今
こ
そ
伝
え
よ
う
日
本
人
の
心
～
」
の
演
題

で
、
子
ど
も
と
の
会
話
の
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。 

活
動
日
：
十
二
月
七
日(

土)

／
場
所
：
宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

内
容
：
親
子
ふ
れ
あ
い
、
会
食 

参
加
人
数
：
親
二
十
人 

校
長
先
生
四
人 

先
生
四
人 

子
三
十
人 

○
親
子
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で
は
、
旧
会
員
を
講
師
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
え
る
体
を
つ
か
っ

た
遊
び
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
支
部
間
の
交
流
が
な
か
っ
た
が
、
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
校
長
先
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
交
流
と
な
っ
た
。 

令
和
四
年
度
の
合
宿
研
に
向
け
た
つ
な
が
り
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。 

 



 

 

 

沿
岸
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
（
遠
野
・
釜
石
・
大
槌
・
気
仙
） 

      

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ
（
久
慈
・
洋
野
） 

       

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
（
二
戸
・
一
戸
・
軽
米
・
九
戸
） 

  

岩
手
県
こ
と
ば
を
育
む
親
の
会 

会
報
９
９
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《
吃
音
が
あ
る
子
と
保
護
者
の
交
流
会(

す
っ
ぴ
ん
の
会)

》 

 

                    

県
親
の
会
か
ら
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

活
動
日
：
九
月
一
日(

日)

／
場
所
：
伝
承
園
、
カ
ッ
パ
淵
、
土
淵
地
区
セ
ン
タ
ー 

内
容
：
親
子
制
作
活
動
、
見
学
、
親(

懇
談)

 

子
（
昔
話
、
散
策
） 

参
加
人
数
：
親
二
十
四
人 

先
生
十
五
人 

子
三
十
一
人 

 

○
懇
談
会
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
っ
た
。
こ
と
ば
の
教
室
は
、
人
と
し
て
の

成
長
を
感
じ
る
場
だ
。
先
生
方
が
指
導
し
て
い
て
の
苦
労
話
や
嬉
し
か
っ
た
話
を
し
て

く
だ
さ
り
、
親
と
先
生
と
の
両
輪
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る

懇
談
会
だ
っ
た
。 

活
動
日
：
十
二
月
七
日(

日)

／
場
所
：
久
慈
市
立
久
慈
小
学
校 

内
容
：
親
子 

制
作
活
動
（
折
り
紙
、
は
り
絵
）
カ
レ
ー
作
り 

 
 
 

親(

学
習
会)

 

子
（
ゲ
ー
ム
） 

参
加
人
数
：
親
十
八
人 

先
生
九
人 

子
二
十
人 

 

○
県
親
の
会
副
会
長
兼
久
慈
支
部
の
岡
﨑
会
長
よ
り
、
久
慈
支
部
親
の

会
の
沿
革
と
歩
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。
初
め
て
知
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

皆
さ
ん
の
苦
労
が
あ
っ
て
教
室
が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

活
動
日
：
七
月
二
十
一
日(

日)

／
場
所
：
岩
手
県
北
青
少
年
の
家 

内
容
：
親
（
講
演
会
） 

子
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
） 

親
子
制
作
（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
） 

参
加
人
数
：
親
十
九
人 

先
生
八
人 

子
二
十
六
人 

 

○
講
演
は
、「
お
や
？
お
や
？
親
子
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
い
い
ん
で
す
～
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
学
ぼ
う
、
子
育
て
の
よ
り
よ
い
か
か
わ
り
方
～
」
の
テ
ー
マ
で
、
子
育

て
や
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
他
の
お
母
さ
ん
の
経
験
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
参
加
型
で
行
っ
た
。 

 

来
年
度
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
見
通
し
と
課
題
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

一
月
二
十
五
日
（
土
）
に
ア
イ
ー
ナ
で
「
第
十
八
回 

す
っ
ぴ
ん
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
内
各
地
の
こ
と
ば
の
教
室
や
幼
児
教
室
か
ら
十
七
組
の
親
子
、
先
生
方
、
こ
と
ば

の
教
室
で
学
ん
だ
先
輩
、
先
輩
の
お
母
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
合
わ
せ
て
七
十
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。 

子
ど
も
達
は
、
幼
児
と
小
学
生
に
分
か
れ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
で
活
動
し
た
り
、
風
船
リ
レ
ー
な
ど
で
他
の
グ
ル
ー
プ
と
競
い
合
っ
た
り
、
協
力
し
あ
っ

た
り
す
る
中
で
、
は
じ
め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
子
ど
も
達
に
も
笑
顔
が
み
ら
れ
、
夢
中
に
な

っ
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

 

保
護
者
は
、
全
体
交
流
で
は
、
二
人
の
先
輩
と
先
輩
の
お
母
さ
ん
か
ら
，
日
頃
悩
ん
で
い

る
こ
と
や
中
学
校
や
高
校
の
頃
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
交
流
で
は
、
子

ど
も
の
年
齢
が
近
い
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
悩
み
や
思
い
を
共
有
し
た

り
、
子
ど
も
が
安
心
で
き
る
関
わ
り
方
、
見
方
や
考
え
方
を
先
輩
の
お
母
さ
ん
や
こ
と
ば
の

教
室
の
先
生
か
ら
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
年
一
回
の
親
子
で
の
参
加
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま 

す
。
同
じ
吃
音
の
あ
る
子
ど
も
達
の
集
ま
り
は
と
て
も
貴
重
だ 

と
感
じ
て
い
ま
す
。」「
先
輩
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
貴
重 

な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と 

思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
よ
っ
て
悩
み
も
変
わ
っ
て 

く
る
の
で
、
同
学
年
の
親
達
と
話
せ
る
の
も
良
い
機
会
で
し
た
。」 

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
会
が
、
吃
音
の
よ
り
よ
い
理
解
と
子
ど
も
達
の
将
来
に 

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
ま
た
来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

  

岩手県ことばを育む親の会 会報９９号 No.２ 

 

○
十
二
月
十
四
日(

土)

に
下
橋
中
学
校
で
、「
や
ま
び
こ
会
（
き
こ
え
の
教
室
で
学
ん
だ
先

輩
達
の
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
き
こ
え
の
教
室
の
児
童･

生
徒
・
保
護
者
・

先
生
方
、
合
わ
せ
て
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
員
の
中
島
さ
ん
が
、
オ
ム
レ
ツ
と
コ

ン
ソ
メ
ス
ー
プ
の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
調
理
や
会
食
を
通
し
て
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 


